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新学期以降のマスク着用等感染症対応について 

新緑の候 日頃より本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。 

さて、去る２月１０日、国はマスク着用の考え方を見直し、３月 13日からマスク着用は個人の

判断を基本とすること、及び学校におけるマスク着用の考え方の見直しは４月１日から適用するこ

とを決定しました。 

４月１日以降の新学期におけるマスクの着用の考え方について、「学校教育活動の実施に当たっ

ては、マスクの着用を求めないことを基本とする」等とされています。 

つきましては、下記の内容について、ご理解とご協力をお願いします。 

なお、今後の状況によって変更になる場合もありますので、変更になった場合は改めてお知らせ

します。 

記 
１ マスクの着用について 

○４月１日以降、新学期からは、マスクの着用を求めないことを基本とします。 

マスクの着脱は個人の主体的な判断を尊重します。基礎疾患があるなど様々な事情により、

感染不安を抱き、マスクの着用を希望する、健康上の理由によりマスクを着用できない児童

もいることなどから、学校や教職員がマスクの着脱を強いることはしません。 

また、マスク着用の有無による差別・偏見等が起きないように指導します。 

○校外学習等において医療機関や高齢者施設等を訪問する場合など、マスクの着用が推奨され

る場面においては、児童及び教職員についても、着用を推奨します。  

 

２ 健康観察について 

  ○新学期からは、健康観察票はなくなりますが、これまで同様、朝の健康観察を行い、体調不

良等がありましたら、欠席等連絡と同様に、Google フォームや連絡帳等でお知らせくださ

い。 

 

３ 給食等の食事をとる場面における対策について  

○給食等の食事をとる場面においては、引き続き、食事の前後の手洗いを徹底するとともに、

会食に当たっては、飛沫を飛ばさないように注意いたします。 

○大声での会話は控えさせ、机を向かい合わせにしません。向かい合わせにする場合には対面

の児童の間に一定の距離（１ｍ程度）を確保する等の措置を講じ、「黙食」ではない給食指導

を行います。 

 

４ その他 

○効果的な換気、３密の回避、手洗い・手指消毒等の基本的感染防止対策は引き続き行ってい

きます。 

○咳やくしゃみの際には、咳エチケットを行うよう指導します。 
以上 

 
【問合せ】 

副校長 吉岡 康裕 
（電話 2-0226） 

 
（裏面に参考資料を掲載しました。） 

 



 

 
【参考資料】 
 
＜２月 14日 第 80回東京都新型コロナウイルス感染症対策本部会議資料（抜粋）＞ 
 
１ マスクの着用の見直しに係る都の対応（３月 13日～５月７日） 
【方針】サステナブル・リカバリー 
○ 都民の命と健康を最優先に、かつての日常を取り戻すだけでなく、コロナとも 
共存した活気あふれる東京を確かなものにしていく。 
【都の対応の考え方】 
○ マスクの着脱は個人の主体的な判断を尊重する。 
○ 高齢者等重症化リスクの高い者を守るため、感染防止対策としてマスクの着用 
の有効性や効果を踏まえつつ、マスクの着用が効果的な場面を、都民・事業者へ 
周知する。 

 
２ マスクの着用の見直しに伴う呼びかけ（３月 13日～５月７日） 

 
【都民への呼びかけ】 
○ 換気、３密の回避、手洗い・手指消毒等の基本的感染防止対策は引き続き励行 
○ 屋内・屋外を問わず、マスクの着脱は個人の判断を尊重 
○ ただし、高齢者等重症化リスクの高い方などの感染を防ぐため、以下の場面で  
はマスクの着用を推奨 

 
 
 
 
 
 
 
 

※ 症状がある方、新型コロナ検査陽性の方、同居家族に陽性者がいる方は、 
周囲に感染を広げないため、外出を控える。 
通院等やむを得ず外出する時には、人混みは避け、マスクを着用する。 

 
 【事業者への呼びかけ】 
○ 感染防止対策としてのマスクの着用の考え方が見直され、３月１３日から適用され
ること等を踏まえ、業種別ガイドラインの変更や店舗での準備を 
○ 引き続き業種別ガイドラインの遵守を 
○ 効果的な換気、手洗い等の手指衛生、距離の確保等の基本的感染防止対策は引き続
き励行を 

➢ 医療機関の受診時 
➢ 高齢者等重症化リスクの高い方が多く入院・生活する医療機関や高齢者施設等への訪問時
及び医療機関や高齢者施設等の従事者の勤務中 

➢ 感染流行期に重症化リスクの高い方が混雑した（人との距離が確保できない）場所に行く時 
➢ 通勤ラッシュ等混雑した電車やバス（概ね全員の着席が可能であるもの（新幹線、通勤ライ
ナー、高速バス、貸切バス等）を除く。）に乗車する時 

➢ 施設の利用やイベント参加時に事業者から呼びかけられた時 


